
国立大学法人 浜松医科大学 医学部 薬理学 准教授 岩城孝行

抗体作成の迅速化と簡略化技術

私たちは抗体の重鎖(VH)と軽鎖（VL）
の可変領域を個別に発現させて動的に

再結合する手法を開発しました。
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VHとVLを個別に

解析し、離散数学処
理を施すことで抗原
に対する候補となる
組み合わせを迅速に
検討可能。

KR1
KR2
KR3
KR4
KR5
SPc ヒトPlg

90

KR4を認識する完全抗体からVHKR4とVLKR4を分離発現
KR5を認識する完全抗体からVHKR5とVLKR5を分離発現

各々のVHとVLを動的結合することでヒトPlgを検出すること
が出来るのみでなく、VHKR5とVLKR4で検出できた。

抗体の親和性向上の迅速省化
2価抗体の作成を戦略的に実施

キット化により抗体取得費用と納期を低減

お問合せ先

国立大学法人 浜松医科大学
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